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９月議会 
9/18～10/1 広島市議団ニュース 

日
本
共
産
党
広
島
市
議
団
は 

 

海
田
町
と
の
合
併
議
案
に
反
対 

10
月
１
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
海
田
町
議
会
（
定
数
19
）
・
臨

時
会
で
、
広
島
市
と
の
合
併
に
伴
う
関
連
３
議
案
が
一
括
採
決

さ
れ
、
反
対
10
、
賛
成
７
、
白
票
１
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
日
の
広
島
市
議
会
・
９
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産

党
広
島
市
議
団
が
海
田
町
と
の
合
併
議
案
に
反
対
し
ま
し
た

が
、
他
の
全
て
の
会
派
が
賛
成
し
可
決
し
ま
し
た
。 

海
田
町
議
会
の
否
決
に
よ
り
、
次
の
手
続
き
で
あ
る
「
県
知

事
へ
の
合
併
申
請
書
の
提
出
」は
不
可
能
と
な
り
、
広
島
市
議
会

で
可
決
し
た
合
併
議
案
の
執
行
は
凍
結
さ
れ
ま
す
。 

今
後
、
海
田
町
議
会
が
合
併
議
案
を
可
決
し
な
け
れ
ば
、
来

年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
合
併
は
無
効
と
な
り
ま
す
。 

他
の
全
会
派
の 

賛
成
で
可
決 

広島市議会 
９月議会では 

速 

報 

海田町議会・臨時会が 

広島市との合併議案を否決 

納
得
で
き
る
合
併
理
由
は
何
も
な
い 

 

合
併
建
設
計
画
で
は
、
広
島
市
と
海
田
町
は
、

「実
質
的
に
は
既
に
一
つ
の
都
市
と
し
て
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
が
、
行
政
体
が
異
な
る
た
め
に
公
共
施

設
の
適
正
配
置
や
効
果
的
な
地
域
整
備
、
土
地
利

用
が
し
に
く
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
」と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
市
は
、
質
疑
で
も

委
員
会
で
も
納
得
で
き
る
事
実
を
示
し
て
い
な
い
。 

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
市
は
、
「
海
田

町
の
役
場
や
公
民
館
な
ど
は
、
本
来
一
つ
だ
っ
た
ら

要
ら
な
い
も
の
」と
答
弁
し
た
が
、
自
治
体
で
あ
る

以
上
、
役
場
や
公
民
館
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
市
は
、
「海
田
町
に
と
っ
て
は
、
広
島
市
の

一
部
と
な
っ
た
ほ
う
が
、
よ
り
主
体
的
で
自
主
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、
個
性
豊
か
な
街
に
な
る
」と

述
べ
て
い
る
。
合
併
す
る
こ
と
が
「
主
体
的
、
自
立
的

な
道
」と
は
あ
き
れ
た
理
屈
で
あ
る
。 

合
併
が
海
田
町
民
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
示
し

て
い
な
い
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
町
民
の
半
数
が

「合
併
は
必
要
な
い
」
ま
た
は
「よ
く
わ
か
ら
な
い
」と

答
え
て
い
る
。
誰
の
た
め
の
合
併
か
示
せ
な
い
合
併

は
強
行
す
べ
き
で
は
な
い
。 

 机
上
で
帳
尻
あ
わ
せ
た
だ
け
の
財
政
計
画 

 

広
島
市
の
財
政
難
が
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
な

の
で
、
「合
併
し
て
財
政
は
大
丈
夫
か
」と
の
質
問
が

多
く
の
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
市
は
合
併
後
10

年
間
の
「財
政
計
画
」だ
け
を
取
り
出
し
、
「市
財
政

に
影
響
は
な
い
」と
繰
り
返
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
「財
政
計
画
」
は
、
市
の
歳
入
も
歳

出
も
、
む
こ
う
10
年
間
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

前
提
に
し
て
は
じ
か
れ
た
机
上
の
数
字
で
あ
る
。 

一
方
で
こ
の
ま
ま
で
は
倒
産
す
る
と
言
い
な
が

ら
、
他
方
で
10
年
間
、
歳
入
も
歳
出
も
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
た
財
政
計
画
を
た
て
る
の
は
お

か
し
い
。
せ
め
て
、
市
の
「財
政
見
直
し
」を
待
っ
て
、

そ
れ
を
基
に
財
政
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。 

最
後
に
、
委
員
会
で
の
質
問
を
通
じ
、
合
併
後
の

市
民
の
国
保
料
や
介
護
保
険
料
も
、
こ
れ
か
ら
計

算
し
な
い
と
示
せ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
て
白
紙
か
ら

見
直
し
て
い
る
「公
共
事
業
見
直
し
委
員
会
」に
対

し
、
合
併
後
の
市
財
政
が
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、

合
併
後
、
市
に
と
っ
て
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る

連
続
立
体
交
差
事
業
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
合

併
関
連
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
大
義
名
分
の
な
い
合
併

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

合
併
議
案
に
対
す
る 

  
 

皆
川
け
い
し
議
員
の
反
対
討
論 

―
広
島
市
議
会
・
本
会
議
（
10
／
１
） 

訂正とお詫び 
「海田町議会（定数18）」と掲載しましたが、「海田町議会

（定数19）」の誤りです。訂正し、お詫びします。 



２００３年 
（平成１５年） 

７月 

 

 

 

 
 

 

９月１７日 

 
 

 

１０月１日 

 

 

 

 

１２月 

 

 

 

 

 

２００４年 
（平成１６年） 

４月１日 

 

 

  法定の合併協議会設置議決・設置 

  （市議会・町議会）   

 

               合併建設計画作成に 

               ついての県知事協議   

  

    合併協定書調印・締結   

 

 

 

  合併議案（広島市議会 可決） 

        （海田町議会 否決） 
 

   県知事へ合併申請書提出  

 

 合併議決（県議会）・県知事決定 

 

      総務大臣へ届出  

 

       総務大臣告示   

 

 

 

        合併成立  

広島市と海田町との 
合併に関する想定スケジュール 

 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 

人 件 費 ８７３ ８８０ ８９６ ９２２ 

物 件 費 ・ 

維持補修費 
７０３ ７０１ ７０８ ７１３ 

扶 助 費 ８９６ ９３３ ９７７ １，０２４ 

 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 

人 件 費 ９０８ ９０７ ９０８ ９０９ 

物 件 費 ・ 

維持補修費 
６８７ ６８６ ６８６ ６８６ 

扶 助 費 ８７８ ８７９ ８８０ ８８１ 

「広島市中期財政収支見通し」では （単位：億円） 

この矛盾を 
どう 
思いますか 

下の２つの表を比べてください。両方とも広島市が試算したものです。 

例えば扶助費をみると、「中期財政収支見通し」（左表）では、生活保護者の増加など

を予測し、04年度から07年度まで増額の試算をしていますが、「財政計画」（右表）では、

ほぼ変動のない数字となっています。 

また人件費も、「財政計画」では、海田町職員240人が加わっているはずなのに、数字

が変動していないことに疑問を持たざるを得ません。 

見直さなければ市の財政は破たんすると言いながら、他方では、１０年間、市の財政は

まったく変わらないという「財政計画」に市民は納得できるでしょうか。 

くらべてみてください 

こ
の
ま
ま
海
田
町
議
会
が
広
島
市
と
の
合
併
議
案
を

可
決
し
な
け
れ
ば
、
来
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
合

併
は
無
効
と
な
り
ま
す
。 

合併した場合の「財政計画」では （単位：億円） 

両方とも広島市が
作成したものです 


